
     

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                              

 

 

２月３日（土）あかね文化ホールにて「蒲生の

地域医療」をテーマに蒲生地区まちづくり協議

会主催の『蒲生地区まちづくりフォーラム』を開

催しました。会場には、自治会長やまちづくり委

員を始め各種団体、住民の皆さん約180名余り

の参加を頂きました。 

 オープニングでは、県内各地で演奏されてい

ます「三曲会（箏、三絃、尺八）」の皆さんが「あ

かねさす」「まりと殿様」「かぐや姫」の３曲を演

奏され、美しい音色に会場が魅了されました。 

  

 

「蒲生地区まちづくりフォーラム」開催 

 

【蒲生地区まちづくり協議会】 

～ 住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために… ～ 

講演会では、 

「住み慣れた地 

域で安心して暮ら 

し続けるために…」と 

題して永源寺診療所所長 

の花戸貴司先生にご講演いただきました。内容

としては、家族のように患者さんに寄り添う診

療をされておられ、自らの体験を生かした温か

くて心強い花戸先生のお話をお聞きしました。 

 まちづくり協議会は、今回のフォーラムを開

催したことで、これ

からの私たちが目指

すべき蒲生地域の医

療について大きなヒ

ントになったのでは

ないかと思っていま

す。 

 

「スマホで写真撮影会」より 
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   鋳物師の小比売
こ ひ め

神祠記碑
 鋳物師町の馬場には「新修小比売神祠記」と刻

む、幅 130 ㎝、高さ 105 ㎝の横長の大きな石碑が

ある。文政元年（1818）に文章が作られ、12 年後

の文政 13年（1830）に鋳物師村の人たちにより碑

として建てられたものである。 

 碑文には次のことが記されている。竹田神社に

鎮座する小比売社（小姫社）は長らく神像を失っ

ていたが、宝暦年間（1751～64）のある夜に村民

の勘右衛門の妻が神の再帰の夢を見た翌日に神像

を拾って家に祀った。弟の僧珉山がその像を黒河

村に持ち出したところ、神の助けの誠を得たとい

う。文化 4年（1807）、村人たちは珉山に神像を涌

泉寺に遷すことを乞うたところ、寺でも奇瑞が多 

く現れた。村人たちが草むらを開いて祠を造り、

像を遷そうとすると龕（がん）中に小像が現れた。

そのため新たな小像を涌泉寺に置き、本像を新祠

に遷したと、その経緯が述べられている。 

このように竹田神社にあった小比売社の神像に

ついての由来と不 

思議な出来事を記 

している。江戸時 

代にこの地に暮ら 

した人々の生活と 

信仰の一端を物語 

る興味深い碑文と 

いえよう。 
小比売神祠記碑 

若者が中心となり、企画や運営をしている「蒲生みらい

プロジェクト」が蒲生を元気なまちにしたい！蒲生の素敵

なところをいろいろな人に知ってもらいたい！と今回企

画しました。 

蒲生には、田んぼが広がり、秋にはおいしいお米をたく

さん収穫することができます。そんなお米ができる前の田

んぼに入り、田んぼの感触を楽しむ一日になればと思って

います。 

どろりんぴっくは、田んぼで、かけっこやそり引きを楽

しみます。田んぼで遊びたい方、マルシェやキッチンカー

を楽しみたい方、ぜひお越しく 

ださい。 

参加費：500円／一人 

対 象：小学生以上 

2 月 23 日（金・祝）に能登川コミュニティセ

ンターでわくわくこらぼ村が開催され、蒲生地区

まちづくり協議会、がもう夢工房も参加しました。 

わくわくこらぼ村は、東近江市の様々な活動を

紹介する場として、毎年開催され今回で 10 回目

となるそうです。当日は、約2,400名の参加者が

あり、ステージや体験、食べ物や活動で生まれた

ものなどの販売などが行われ、思い思いに楽しん

でおられました。 

当協議会は、活動を紹介するために、ポスター

をつくり、展示をしました。ポスターの前で立ち

止まってみてくださる方もおられました。また、

がもう夢工房は、蒲生地区の資源でもあるガリ版

を体験してもらいました。 

今回は、能登川コミュニティセンターで開催さ

れたこともあり、 

蒲生地区以外の方 

も多く来られてい 

ました。蒲生地区 

以外の方にも知っ 

てもらうよい機会 

になったのではな 

いかと思います。 

【蒲生地区まちづくり協議会】 
【蒲生地区まちづくり協議会】 

わくわくこらぼ村に参加しました 

まち協：活動紹介ポスター

がもう夢工房：ガリ版体験 
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友達募集中 
LINE 公式アカウント 

ID＠508qfqtn 

LINE 

蒲生コミュニティセンター 

コミセン教室・講座あんない

いつでも入団 OK！ 

申込前に見学 OK！ 
詳しくはQRコードから 

チラシをご覧ください。

☎0748-55-0207  IP050-5801-0207  FAX0748-55-3898
【4月休館日】４月３０日（火） （申込・問合せ受付時間）9：00～17：00  

■蒲生地区の人口

（令和６年３月1日現在） 

人  口：14,213人(－15) 

男 性： 7,081 人(－ 3) 

女 性： 7,132 人(－12) 

世帯数： 5,599  (＋ 9) 

※(  )内は前月比 

わいが屋＠せせらぎで楽しいひと時を♪ 

13：30～15：00 

雅楽って何？ 雅楽を楽しもう！ 

４月の開催案内 

４/18 
(木) 

場所 
問合せ  

東近江市社会福祉協議会 蒲生事務所せせらぎ 

東近江市市子川原町676-1 

☎ 0748-55-4895  IP 050-5802-2528 

【蒲生地区第２層協議体「わいがや支え合い蒲生」】 

 
どなたでも参 

加できます！ 

H�

4 月 6 日（土）に蒲生コミュニティセンター＆あかね

文化ホールを使って、「World Tour in東近江～インター

ナショナルフェスティバル～」を開催します。東近江市に

は、約5,000人の外国籍の方が暮らしています。また、

様々な国から来られておられ、その数44カ国にもなりま

す。その中で、様々な国の文化を知り、また日本のことも

知ってもらう機会をつくりたいと今回開催をします。ぜひ

ご参加ください。

日時：2024年 4月6日（土）10：00～15：00 

会場：蒲生コミュニティセンター＆あかね文化ホール 

【まちづくりネット東近江】 

詳しくはQRコード 

からご覧ください。 

 

 

 

蒲生子育て支援センターつどいの広場で 

『おでかけえがお』 開催 
長峰地区の民間つどいの広場『えがお』を、日頃、利用

されている親子16組が、『おでかけえがお』として、蒲

生子育て支援センターに合流。一緒に玩具で遊んだり、

雛飾り製作やふれあい遊び、お話などを通じたりして、

お家の方同士の交流もできました。ボランティアの方の

ご協力を得て、にぎやかで和やかな時間を満喫しました。 

【蒲生子育て支援センター】 

小学生対象 
ケイキフラダンス 教室受講生を募集します

年齢や性別に関係なく楽しめ、思いやりや感謝の気持ち 
を大切にするフラを一緒に始めてみませんか。 
音楽に合わせて楽しくフラを学びましょう♪ 
地域イベント出演予定です★ 

【講  師】 眞方 小夜未さん 
（ハウオリフラスタジオ マハロ）

【練習日】 令和 6年５月～令和7年 2月（全20回） 
土曜日 10：00～11：30 

【場 所】 蒲生コミュニティセンター  学習室 7 
【受講料】 前期 5,000 円・後期5,000 円 

（5・10月 2 回に分けて集金） 
【定 員】  15 名（先着順）  
【持ち物】 練習着・水筒・タオル 
【お申込】 Web 申込専用フォームより受付 
〈受付開始〉 ４月 14日（日）  9：00～ 

蒲生ケイキフラ教室 

Web申込 

専用フォーム 【展示期間】 

４月 12日（金）～５月１０日（金） 

【展示場所】 

蒲生コミュニティセンター エントランス 

しゃくなげ展のご案内 


